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Ｐ2
内容決定後整理



練馬区は、
認知症にやさしいまちづくりを
進めています



認知症は誰でもなる可能性があります

軽度認知障害（ＭＣＩ）について

Ｐ4
内容を統合

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が
損傷を受けたり、働きが悪くなることで、認知
機能（注１）が低下し、さまざまな生活のしづら
さが現れる状態を指します。
都内では、認知症の人は41万人を超えてお
り、平成３７年には約56 万人に増加すると推
計されています。

日常生活に支障をきたす程度には至らないため認知症と
は診断されないが、記憶障害と軽度の認知障害が認めら
れ、正常とも言い切れない中間的な段階をＭＣＩ（軽度認知
障害：mild cognitiveimpairment）と呼びます。
ＭＣＩには各種認知症疾患の前駆状態が含まれています。
ＭＣＩと診断された人の半数以上に、その後アルツハイマー
病等への進行が見られるとのデータがあります。一方、この
状態に長期間とどまったり、正常に戻る人もいます。
この段階で脳の活性化を図ることや、運動習慣は認知症
の予防に非常に重要です。
［出典］ 全国キャラバン・メイト連絡協議会「認知症を学び地域
で支えよう」



若年性認知症について Ｐ5
相談先は地域包括支援センター
を主とし、都センターを従とする。

仕事と介護の両立のために 新

【コラム】「人生会議」を知っていますか
病気や障害をもちながら、あらゆる場面で「その人らしく生きる」ことについて広く認識されるようになっ
ています。また、やがて訪れる人生の最期に向かって、どこで・どんな風に過ごすのか、早い段階で意
思表示する人も多くなっているようです。
その人が望む人生の最終段階における医療・ケアについて、前もって考え、医療・ケアチーム等と話
し合い共有しあうプロセスのことを「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）」と呼び、愛称は「人生会議」
とされています。人生会議で共有されたことは、状況に応じて話し合いを繰り返し、更新されます。
認知症は、本人にとって心地よいと感じられる環境やケアが特に重要です。軽度のうちから、これか
らの生活や医療・介護について、家族や関係者と話し合うことは大いに意味があることと言えます。

新

認知症は高齢者だけがなる病気ではありません。
６５歳未満で発症する若年性認知症の人は、都内では約４，０００人と推計されています。
子育てや働き盛りの世代で発症した場合には、経済的問題や家族の将来に与える影響が大
きいため、多様な社会的サポートが必要であると言われています。
公的な支援としては、医療費および薬代の自己負担額や、住民税等の軽減措置があります。
また、 未就労者を対象とした障害福祉サービスがあります。40 歳以上の方であれば、介護保
険サービスをご利用いただくこともできます。

相談は、お住まいを担当する地域包括支援センター（裏表紙）へ。

※東京都若年性認知症総合支援センターでも相談を受け付けています。
☎ ０３－３７１３－８２０５

平日 午前９時～午後５時

介護を理由に仕事を辞める「介護離職」は、全国で
毎年約10 万人いると言われています。練馬区が行っ
た調査では、就労している介護家族の約２割の方々が、
就労の継続が難しいと回答しており、特に認知症状の
対応に不安を感じていることがわかりました。（練馬区
在宅介護実態調査より）
介護のため、また、介護が終わった後の生活のため
にもしっかりとした経済的基盤が必要です
区では、仕事と介護の両立のポイントをまとめたパン
フレット「仕事をつづけながら介護をするために」を作成
しました。
下記のサイトからダウンロードできます。

練馬区トップページ＞保健・福祉＞高齢者＞認知症
支援事業
https://www.city.nerima.tokyo.jp/hokenfukushi/kor
eisha/sien.html



早期の気づきと対応が大切です Ｐ6
内容の整理

Ｐ13
変更なし

他の病気・状態との鑑別

症状が認知症に似ていても、てんかんや正常圧水頭症など、薬や外科処置が有効な病気が原因と

なっていることがあります。また、薬や生活上の変化の影響で、一時的に認知症のような状態になって

いる場合もあります。早めの受診が大切です。

将来への余裕ある準備

認知症の進行はゆるやかです。本人や家族が病気を理解し、適切な対応と必要なサービスを利用す

ることで、日常生活が安定し、おだやかに過ごすことができます。症状が軽いうちは、ある程度自立した

生活を続けながら、誰かに相談できる関係を築いたり、地域包括支援センター、街かどケアカフェ、介護

家族への支援などを利用し、社会や人とのつながりを保つようにします。

認知症は早いうちに気づき、対応することが大切です。
「自分でできる認知症の気づきチェックリスト」などを活用し、気になることがあればかかりつけ医に相談
しましょう。地域包括支援センター（P12参照）でも相談を受け付けています。

なぜ早めに対応したほうがよいのでしょうか

気づきのきっかけとなる生活上の変化の例





認知症の人への接し方 Ｐ8
イラストと文言を変更

ごはんは
食べたっけかねえ

いま用意している
のでここで待ちま
しょうか

財布を盗まれた もう一度いっしょに
さがしましょうか

認知症の人は、自分自身や周囲の様子について判断力が低下しているため、不安や焦りを抱

えやすくなっています。そのため、自己肯定感が低下し、家庭や社会での役割を失ってしまうこと

で、ますます心の安定がそこなわれることがあります。

本人の言動を一概に否定せず、不安をやわらげる声かけや対応のコツをつかむことで、家族や

社会との安定した関係が保たれることが多くあります。

対応の例



認知症の人への対応ガイドライン



認知症を知る
Ｐ10
整理

Ｎ-ｉｍｐｒｏ（ニンプロ）を
体験してみませんか

新

N-impro（ニンプロ）は、カードゲームを通じて、グループで意見交換をしながら、
認知症の方と接する時の対応について具体的に考える研修プログラムです。
区民と区の協働で進める「ねりまコンビニ協働プロジェクト」において、日頃様々
なお客様と接するコンビニ従業員の“高齢者の方への対応についての悩み”をも
とに開発されました。
区は認知症にやさしい地域づくりを進めるため、地域包括支援センターが開催
する勉強などで活用してゆきます。ぜひご参加ください。

●認知症についての知識や対応方法を“学ぶ”
●ゲームを通して地域の支援者や関係機関と“つながる”
●高齢者が置かれる様々な状況への対応や違う立場を
想定して対応を“考える”

N-impro「３つのねらい」

Ｎ-improキャラクター

N-ico(ニコ)

問合せ：練馬区高齢者支援課
☎ ０３－５９８４－４５９７

だれもが住み慣れた場所で暮らしつづけられるよう、認知症について
理解を深める講座を開催しています。
ねりま区報・区公式ホームページなどでご案内しています。

講座名 内容

認知症サポーター養
成講座

認知症サポーターとは、認知症についての正しい知識を持ち、認知症の
人や家族をあたたかく見守る応援者のことです。この講座は一回１～２時
間で、全国共通のテキストによる講義です。
区内公共施設や、地域の団体・企業、介護施設・学校等で開催されてい
ます。

認知症サポーター・
ステップアップ講座

認知症サポーターになった方を対象に、まちで困っている方を見かけたと
きの声かけの仕方などについて学びます。

医師が話す認知症
基礎講座

認知症の症状や診断方法など、医学的な面から理解するための講座です。

認知症地域生活講
座

グループホームや地域密着型サービスなどを利用して、地域にとけこみな
がら、認知症の方々が、その人らしくおだやかに生活する姿について学びま
す。

介護する人がひとり
で悩まないための講
座

認知症の方を介護している家族が抱えやすい心理などについて学び、悩
みなどを言葉にして話すことで、心がラクになるきっかけを得ることを目ざし
ます。

問合せ：練馬区高齢者支援課
☎ ０３－５９８４－４５９７



街かどケアカフェにおいでください
Ｐ13
短縮

「街かどケアカフェ」は、高齢者をはじめとする地域の方が気軽に立ち寄ることが
できる、地域の拠点です。地域団体と連携して認知症カフェなどを行っています。

介護家族の会・認知症カフェ

介護家族の会では、家族の介護をしている
人や介護を終えた人などが集まって、話し合
いや情報交換を行っています。

家庭での介護で抱えがちな悩みや不安を、
同じような立場の人に受け止めてもらったり、さ
まざまな工夫をしながら介護している人の体
験談を聞くことによって、「気持ちが楽になっ
た」「定期的に気持ちを吐き出すことが大切だ
と思った」などの声が寄せられています。

認知症の人や家族、地域住民、支援者、専
門家など、だれでも自由に立ち寄り、お茶を飲
みながら交流したり相談できる場を認知症カ
フェ※といいます。
地域の人が認知症について理解を深め、認
知症の人が地域に溶け込む場として、認知症
カフェが注目されています。

※認知症のテーマカラーにオレンジが使われる
ことが多いので、認知症カフェをオレンジカフェと
呼ぶこともあります。また、介護する人が自由に
立ち寄れるカフェをケアラーズカフェと呼ぶこと
もあります。

介護家族の会や認知症カフェは、団体などの自主活動や街かど
ケアカフェ（下欄参照）などで行われています。
介護家族の会の一覧は、下記サイトからダウンロードできます。

練馬区トップページ＞保健・福祉＞高齢者＞認知症支援事業
https://www.city.nerima.tokyo.jp/hokenfukushi/koreisha/si
en.html

介護家族の会 認知症カフェ

問合せ：練馬区高齢者支援課
☎ ０３－５９８４－４５９７

新



地域包括支援センターをご利用ください

認知症など高齢者に関することについては、まずお住まいを担当する地域包括支援
センターにご相談ください。各センターの担当地域は、背表紙でご確認ください。

Ｐ11
ひとり暮らし～を統合

成年後見制度 新

成年後見制度とは、認知症、知的障
害、精神障害などによって、物事を判
断する能力が十分でない方のために、
本人の権利を守る補助人・保佐人・成
年後見人を選ぶことで、本人を法律的
に保護する制度です。
現在自分で十分な判断ができない方
のための「法定後見制度」と、将来の判
断能力が低下した場合に備えておく「任
意後見制度（契約）」があります。
くわしくは、下記にご相談ください。

練馬区社会福祉協議会
権利擁護センター ほっとサポートねりま

電話 03-5912-4022

ひとり暮し高齢者等訪問支援事業
地域包括支援センターの職員が、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯
等を対象に、訪問支援を行っています。生活のこと、健康のことなど
なんでもご相談ください。内容に応じて、行政サービスや介護サービ
スなどがスムーズに利用できるよう、お手伝いします。

法定後見制度
家庭裁判所に申し立てて、判断能力に応じ

て「補助人」「補佐人」「後見人」を選任し
てもらいます。

任意後見制度
将来、判断能力が不十分になったときに支

援してくれる人と公証役場で契約を結んでお
き、判断能力が低下したときに、家庭裁判所
で「任意後見監督人」を選任してもらいます。

任意代理契約
判断能力があるとき、専門家などに代理し

てもらう内容を決めて公証役場で契約します。



医療・介護連携シートをご活用ください

医療と介護の情報サイト

【コラム】自立支援医療費助成（精神通院）と精神障害者保健福祉手帳
自立支援医療費助成（精神通院）は、精神障害により継続的に治療が必要な方の医療費を助成
します。医療保険で受診したときの自己負担が原則１割になります。入院には適用されません。
精神障害者保健福祉手帳は、精神障害による日常生活又は社会生活の制約の度合いに応じて
１級～３級の区分があります。所得税の控除や都営交通の乗車証の交付等を受けることができます。
認知症もこれらの制度の対象に含まれます。制度を利用するときは、東京都指定の診断書等に
よって申請し審査を受ける必要があります。
申請窓口は、お住まいを担当する保健相談所および保健予防課精神保健係です。

新



「認知症かな？」と思ったら





認知症の経過と対応
Ｐ16～17
語尾変更

横軸は症状の進行の一例です。
縦軸は、症状の進行への対応や症状に応じて利用できる主なサービスです。

～しましょう。→～します。





認知症とともに
安心して暮らし続けるために





Ｐ20
担当区域の変更


